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２０１１年　１月８日　　　作成責任及び文責　古畑　等












































団員投稿（Ｔ岡田さん）


東京混声合唱団の大阪府池田市公演のご案内です。■2011年3月26日(土)14:00開演■池田市民文化会館アゼリアホ－ル。指揮は、京都市出身の若手指揮者、高谷光信氏です。「地元合唱団の皆様との共演曲をはじめ、お馴染みの東混十八番「追分節考」、この公演のために新たに編曲していただいた池田市ゆかりの“東くめ”の唱歌メドレ－」、大阪大学混声合唱団委嘱作品：一柳彗「未来へ」、そして東京混声合唱団の楽しい愛唱曲の数々を演奏します。楽しく新しい東京混声合唱団にご期待くださいませ。」共演曲は、私たちとんだばやし混声にとって懐かしい「ふるさとの四季」（源田俊一郎編曲）。愛唱曲には、武満徹「翼」、「死んだ男の残したものは」（林光編曲）などもあります。チケットは、池田市民文化会館をはじめ池田市内の各ブレイガイド、ロ－ソンチケット等で発売中とのこと［前売3500円］。（今回は団主催公演ではないので割引の配慮ができないようです。）ちょうど3/21には、ヤマシゲ先生の時別レッスンが決まりました。東京混声の息吹きを、あらためて肌で感じるいい機会になることと思います。すでに情報提供されていますが、東京混声事務局からお便りがありましたので、ご案内させていただきました。詳細はＨＰをご覧ください。





練習状況：１２月４日（土）《たまには横書きで～す》


　ＶＴ和田先生。椅子に座ってブレスコントロール。腰に手をおき、鼻から息を吸う。腰の背面がふくらむ感じ。口から「Ｓ――」と呼気をゆっくり静かに出す。腰のふくらみは保つ。これで腹式呼吸の筋肉が鍛えられます。Ｚ――と音を出すときの口の形は「Ｕ―」。ＢＲＲＲＲ―で音階のアップダウンでは口角を指で軽く押し上げると上手くできます。ジラーレでは「あおいそら」と歌う練習で、よい響きを保つように「アルト」「テノール」が特訓していただきました。


　練習曲は「葉っぱのフレディ」全曲。まずパート練習で、全曲のあやふやな個所をしっかり音取りをし直しました。第１曲「春」。出だしのＴとＢの「ＢＯ―」は開口のＮ―で、暗くならないこと。各パートの「はる―」は大切で、「ＨＡ」ははっきり。高田三郎風に「子音Ｈを先に出す」。３Ｐに入って児童が「春風くるくる」と入ってくる所の直前は　　　　　と絞って、童声を際立たせる。Ｐ４上の段「おひさまほかか、みんなもにこにこ」は明るく楽しく、リズムをとって。第２曲「夏」。Ｐ９Ａ・Ｔ・Ｂが「ルラルラ」は少し押し気味にして引っ張ります。第４曲「冬」。Ｐ２１の「きびしい冬、まっしろい冬」の和音は難しいけれどはやく慣れるように。Ｐ２６からのＳＡＴＢのハミング（Ｍ――）は子どもだけが言葉を歌い、大人は宇宙を表すような（神秘的な）和音を作る。Ｐ３０の最後の「ほほえんでさよなら」は、きわめてゆっくりになり女声「ほほえんで」と男声「さよなら」がずらされて重なるので指揮をしっかり見ないと合いません。かいつまんで以上の注意点が先生から指摘されました。これでどうやら「パッパラパの無礼泥」にはなりません。


１２月１８日(土)２０１０年最終練習日。


ＶＴは竹岸先生。「星空を仰いで軽く頷きましょう」これでうなじが真っすぐになります。片足を軽く上げて声を出すとおなかの支えがわかります。音階のアップダウンは「ＮＯ　ＨＯ　ＮＯ　ＨＯ」の繰り返しをしました。これは響きを鼻から目の奥あたりに集めるためにいい練習になります。


　練習曲は、年内最終なので通し練習にしますとの先生の言葉で、３０分だけP練習をしてすぐ集合。「遠い雲」を始めに「赤いサラファン」・「ドナウ」・「フニクリフニクラ」「生きぬくいのち」を通しました。「葉っぱのフレディ」では「春」の終わり部分、Ｐ５のリズム合わせを、「秋」はＰ１４の頭、男声「ひんやり」の入り方、「冬」ではＰ３０「ほほえんで」「さよなら」の重なりなどを先生は繰り返し練習されました。最後は「唱歌の四季」を通して元気いっぱいシメました。





オメデトウゴザイマス！コトシモガンバリマショウ








あけましておめでとうございます。


ウェルカム2011年！





　皆さん、お正月はいかがでしたか。長いお休みで、早く歌いたいなあと、待ちかねておられた方も多いでしょう。昨年十一月、当団有志が「神戸市役所センター合唱団」の「火垂の墓」演奏会に応援出演させていただいたとき、感じたのですが、合唱音楽の世界には壁も隔てもないということです。一つの音楽を心を合わせて作っていく、そういう活動がますます進むように


貞松先生始め先生がた、岡団長ならびに役員さん、全団員の皆さん、今年も宜しくお願いします！


今年の定演は、始めて「少年少女合唱団」との共演。１月１６日（日）は、その子どもたちが歌います。当団の将来の仲間だと思って皆で聴きにいければと思います。











連絡事項　○一斉メール網にてアンケートを実施させていただきました、東京混声合唱団副指揮者の山田茂先生をお迎えして行う特別レッスンは、当団の先生方のご都合とも調整し、３月２１日（月祝）の実施が決まりました。時刻は、午後４時３０分から午後７時を予定しています。練習会場は、練習曲（唱歌の四季２台ピアノ版）の都合もあり、かがりホールで行う予定です。取り急ぎ、アンケートへの回答に感謝しつつ、ご報告させていただきます。（団長）（以上メール送信から。なお、今回の山田茂先生のご指導は貞松先生始め指導者の先生がたのご了解ずみの企画です。念のため）


○練習日程：別紙出ています。１月は８日(土)と１５日(土)がすばるホール。２９日(土)はかがりホール。


○ごあいさつ：岡団長「２０１０年は皆さんと先生方に感謝します。」、和田先生「元気になりました。来年もよろしく。」、竹岸先生「月１の関わりですがよろしく。来年の演奏会、子どもたちとのコラボ、楽しみです。」、井関先生「曲が大変で、冬休みがんばります」、貞松先生「一年が終わりました。曲の流れはいいと思います。パートリーダーさん達に拍手。岡団長と役員さんに感謝です。」


新規入団井上さんの「黒田節」のシブイ名調子、団最年少三人組の手打ちで、シメました。





演奏会案内


○富田林市少年少女合唱団


一月十六日（日）午後一時三十分開演・すばるホール


○大阪センチュリー合唱団


二月十二日（土）午後五時開演・いずみホール（葉っぱのフレディ）二〇〇〇円。








